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５．指定管理者の自己評価

平成29年度　指定管理者の管理運営に関する評価シート

施設名 箕面市立多文化交流センター
指定管理者 公益財団法人箕面市国際交流協会
指定期間 平成２５年度～平成２９年度
施設概要 箕面市立多文化交流センター
市支出額 年間６４,８００,０００円

市民の平等利用の確保 ３か月前の事前予約、抽選制

利用者への周知・サービスの向上 ｾﾝﾀｰHPの開設、ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ及びｾﾝﾀｰﾆｭｰｽの発行、ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸでの発信

利用者等への安全対策 防災訓練、避難訓練の実施

職員研修 接遇研修、人権研修等外部講座への職員参加

付属設備の保守点検に関する業務 建物総合管理業務委託（アサカ・パーソナル・リレーションズ）

備品に関する業務 備品台帳による管理

修繕に関する業務 施設の不具合箇所の修繕を各施工業者へ依頼

日常清掃及び定期清掃に関する業務 建物総合管理業務委託（アサカ・パーソナル・リレーションズ）

環境保全に関する業務 消費電力の削減をめざしたデマンド方式での契約

地域国際化活動推進事業 別紙「事業報告書」のとおり

多文化共生社会推進事業 同上

情報収集・発信事業 同上

施設管理・運営事業 同上

別紙「収支計算書」のとおり

アンケートの結果概要

アンケート実施期間：2018年5月8日～2018年5月22日（計14日間）
アンケート実施人数：１89名
内容：今年も多言語（4言語）でのアンケートを実施した。結果を(1)全体、(2)日本国籍、(3)日本国籍
以外に分けて作成した。全体的には、例年と同様に、施設の清潔さ、使いやすさ、雰囲気の良さ、イベ
ントの多さに対して好印象を持つ利用者が多かったが、設備の不具合を指摘する声もあった（対応
済）。また、センター主催イベント等の充実を求める自由意見も広く集めることができた。引き続き、
上記(2)(3)の比較分析を行い、センターの管理・運営に活かせるように努める。

意見交換会の結果概要

意見交換会の開催日：2018年7月11日（水）１１時～１２時
参加者：13名
概要：平成２9年度の施設利用者・施設利用状況やアンケートの実施結果の概要の説明及びセンター発行
紙等の配布後、意見交換を実施した。日本語教室などで「子ども活動室」を占有利用している時の分か
りやすい表示をはじめ、comm cafe看板の設置、貸館システムの利便性の向上等についての要望があっ
た。

取り組みの実施状況

昨年度に引き続き、今年度も４言語（日本語、英語、中国語、韓国・朝鮮語）でアンケートを実施し
た。結果、189（日本国籍123、日本国籍以外65、不明１）のアンケートが集まった。ニーズのあっ
た駐車券精算機の表示を多言語化したほか、貸室内のテーブル等は適宜修理、部品調達等を行ってい
る。また、「夏休みの自習室」については、夏休み期間を限定に2階1室での開設（30日間）を実施
し、7月24日から8月15日の時点で延べ183人の利用があった。

開館から5年を経て、施設管理および事業運営も安定し、利用者からも良好であるとの評価をいただいていると考えている。一方、備品や清
掃等に関する要望もうかがっている。アンケートや当センター関係各団体との会議等において、発言・提案をいただいた改善等を求める意見
については、積極的に今後の運営に活かしていきたい。特に、今年度は、外国人市民を含めた防災体制の構築や、すべての子どもを対象とし
た事業展開を考えている。
また、センターの稼働率については、一昨年度50％、昨年度49日％と若干減少したが、今後、目標値を定め、学生や地域住民の利用と交流
をさらに促進するイベントや事業を実施していくことで、更なる向上に努めていく。
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